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お問い合わせ　健康福祉部　福祉支援局（山東庁舎） 1５５－８１１０　5５５－８１３０

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎） 1５５－８１０５　5５５－２４０６

脳
の
障
が
い
を
受
け
た
場
所
と

認
知
症
状
と
の
関
係

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎） 1５５－８１０５　5５５－２４０６

昨
年
、
市
の
定
期
健
康
診
断
を
受
診
し
、

健
診
結
果
か
ら
「
保
健
指
導
を
し
ま
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
び
っ
く
り
！
自
分
で
は
少

し
肥
満
に
な
っ
て
き
た
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
健
診
結
果
を
み
る
と
、
肥
満
気

味
で
、
血
糖
値
な
ど
が
許
容
範
囲
を
少
し

超
え
た
数
値
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
市
の
栄
養
指
導
と
保
健
指
導
を
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
食
事
で
野
菜
を
先
に
２
口
食
べ
、

ご
飯
、
お
か
ず
の
順
に
食
べ
る
習
慣
づ
け

と
、
ご
飯
を
１
日
３
合
か
ら
２
合
に
減
ら

し
、
空
腹
分
は
野
菜
サ
ラ
ダ
で
補
給
し
ま

し
た
。

ま
た
、
間
食
時
（
普
段
は
あ
ま
り
食
べ

ま
せ
ん
）、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
缶
詰
が
大
好

き
な
の
で
、
す
べ
て
汁
ま
で
飲
ん
で
い
た

の
を
、
１
回
に
輪
切
り
３
枚
ま
で
と
汁
を

飲
ま
な
い
こ
と
な
ど
を
実
践
し
ま
し
た
。

普
段
か
ら
動
く
こ
と
は
好
き
で
し
た
の

で
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
、
家
庭
菜
園
、
山
菜

取
り
等
で
適
度
に
運
動
し
、
歩
く
と
き
は

で
き
る
だ
け
早
く
歩
く
、
着
替
え
の
と
き

は
、
靴
下
・
ズ
ボ
ン
は
立
っ
て
は
く
こ
と
、

布
団
の
中
で
30
秒
間
両
足
を
30
度
あ
げ
る

運
動
を
毎
日
３
回
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

他
で
き
る
だ
け
野
菜
を
食
べ
る
。
こ
れ
く

ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
か

月
ご
と
の
家
庭
訪
問
指
導
で
数
値
が
改
善

さ
れ
て
い
く
の
も
わ
か
り
、
実
践
を
継
続

で
き
た
こ
と
が
、
今
年
の
健
康
診
断
結
果

に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
時
、
健
康
食
品
ブ
ー
ム
で
す
が
、
私

に
は
無
縁
で
す
。
自
分
な
り
の
無
理
を
し

な
い
で
長
続
き
で
き
る
食
事
法
と
運
動
を

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

自
分
に
で
き
る
食
減
・
運
動
で
ス
リ
ム
に

〜
米
原
市
在
住
　

西
村

参さ

和と

し

さ
ん
（
60
歳
代

男
性
）
〜

8public information  Maibara 2013.10.15

今
回
は
、
血
管
性
認
知
症
の
お
話

で
す
。
血
管
性
認
知
症
に
は
、
主
に

２
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
小
血
管
性
認
知
症

（
血
管
性
認
知
症
の
50
％
）

・
高
血
圧
が
原
因
で
大
脳
皮
質
下

（
脳
の
中
心
付
近
）
の
細
い
血
管

が
詰
ま
り
ま
す
。

・
大
脳
皮
質
（
脳
の
外
側
）
の
小
さ

な
血
管
に
分
解
し
き
れ
な
か
っ
た

異
常
た
ん
ぱ
く
質
が
く
っ
つ
い
て

血
管
を
も
ろ
く
し
ま
す
。

②
多
発
梗
塞
性
認
知
症

（
血
管
性
認
知
症
の
30
％
）

・
大
脳
皮
質
の
血
管
が
た
く
さ
ん
詰

ま
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

・
脳
卒
中
の
発
作
の
た
び
に
大
き
く

進
行
し
て
い
き
ま
す
。
脳
の
ど
の

部
分
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
か
に
よ

っ
て
、
症
状
が
違
い
ま
す
。

ど
ん
な
症
状
が
出
る
の
？

多
く
は
、
脳
卒
中
の
は
っ
き
り
し

た
症
状
が
な
く
静
か
に
進
行
し
ま
す
。

記
憶
障
害
は
目
立
た
ず
、
症
状
が
悪

く
な
っ
た
り
、
良
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
日
常
の
こ
と
に
興
味
を

な
く
し
、
物
事
に
対
す
る
意
欲
が
衰

え
て
い
き
ま
す
。

下
の
図
は
、
脳
の
は
た
ら
き
と
影

響
を
表
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
と
違
う
な
、
と
気
づ
い
た
ら
・
・
・

・
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

1年後は・・・

健康づくりに積
極的に取り組ん
でいる人を紹介
します。

体重 67.4 kg
BMI 26.0
腹囲　　　 88.5㎝
HbA1c 6.4％

平成24年6月の健診結果

体重 62.4kg（－5.0kg）
BMI 24.3 
腹囲　　　 83.5㎝（－5.0㎝）
HbA1c 6.0％ （－0.4％）

平成25年6月の健診結果

＜担当保健師よりひとこと＞
みごとメタボリックシンドロー

ム脱出！！本当によく続けられま
したね。お見事です。
体重が減り、内臓脂肪が減った

ことで血糖値も下がってきたのだ
と思います。今後も無理のないよ
うに続けてくださいね。

身体が硬い、震える、動きが遅い、
転びやすい、おしっこが間に合わない。

言葉を理解するの
がむずかしい。物や人がわからなくなる。

道順がわからない。

うつ気分、突然泣く、
など感情が不安定。

最後までやりとげ
ることができない。

前頭葉のダメージ
怒りっぽくなる、
暴言、暴力、攻撃、
性的、自分を傷つ
ける、など抑制が
きかない。

物事を理解する
のがむずかしい。
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「多文化共生事業で英語落語」
～第２回きらめき人権講座と共催～

お問い合わせ
米原市多文化共生協会事務局
（米原庁舎 人権政策課内）

1５２－６６２９　5５２－４５３９

お互いに認め合いながら 
　　　　　暮らせる地域づくり 
お互いに認め合いながら 
　　　　　暮らせる地域づくり 

さつまいもと黒豆のフライビンズ さつまいもと黒豆のフライビンズ 
 

給食では、米原産の黒豆を使っています。黒
豆には、老化を防ぐ成分も含まれ健康に良いと
最近注目されています。
さつまいもは、これからが旬の食べものなの

で、ご家庭でもぜひ、お試しください。

① 黒豆は軽く洗って水に一晩つけてもどし、ザルで水を

切り、小麦粉をさっとまぶしておく。

② さつまいもは、洗って皮つきのまま、1.5cm角のサイ

コロ状に切っておく。

③油を170℃に熱して、黒豆、さつまいもを揚げる。

④ 小鍋にAの調味料を合わせ、焦がさないように弱火で

ゆっくり煮溶かす。

⑤ たれが熱いうちに、③を入れ白くなるまでかき混ぜて

できあがり！

作り方

「第２回きらめき人権講座」が８月31日（土）
に人権総合センターで行われました。きらめき
人権講座は、人権教育推進協議会の主催で年４
回のシリーズで開催されています。
今回は、多文化共生協会の事業ＰＲもかねて、

二
に

胡
こ

の演奏会と英語落語を同時開催しました。
二胡は、人間の声に最も近いと言われている

中国の伝統的な楽器。オープニングの演奏では
賈冰(ジャービン)さんが「北国の春」をはじめ、
「琵琶湖就航の歌」など８曲を披露されました。
「二胡は二本弦で、弦の振動が駒を通って皮に伝
わります。材料はニシキヘビで、二胡にとって
最も大切な部分です」と、二胡の紹介も交えな
がら演奏いただき、参加者のみなさんは二胡の
美しい音色に聴き入っておられました。
また、きらめき人権講座で、おうみ犯罪被害

者支援センターの松村裕美さんの講演などをは
さんで、平田一男さんが日本語を交えながら、
ユニークな英語落語を披露。「笑いどころがわか
らなければ、周りのみなさんが笑っておられる
ときが笑い時」と平田さん。落語のほかにも、
茶道と「わび」「さび」の文化などに触れられ、
お茶の話をされたり、多文化共生の視点からア
メリカと日本の卒業式の違いなどを例に日米の
文化の違いをお話しいただいたりと、会場のみ
なさんの興味をひきながら、笑いを誘っておら
れました。

材料（4人分）

９月４日（水）の給食

▲好評だった二胡演
奏のジャービンさ
ん(上)と英語落語
の平田さん(左)

A

黒豆（乾燥） ２５ｇ
小麦粉　　　　　　　　 ５g
さつまいも　　　　　　　 ９０g
揚げ油　　　　　　　　　 適量

＜たれ＞
砂糖　　　　 大さじ１と1/2弱
塩　　　　　　　 少々　　
みりん　　　　　　　　 小さじ１
水　　　　　　　　　　　 少々


